
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 39 仕事とエネルギー② 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（北海道） 

 

 

 

 

＜解答欄の図＞ 



  

 

 

     

問 1（1） 

 

 

 

 

 

 

 

（2）① おもりどうしの間隔が最も広くなっている Bの位置が最も速いことがわかる。 

（「塾技 39  」より，おもりが Bの位置のとき運動エネルギーは最大で，速さは最も速くなる） 

 ア 

② おもりの進む方向にはたらく力とは，（1）の糸に垂直な分力にあたるので，おもりが Bの

位置にきたとき，おもりの進む方向にはたらく力の大きさは 0となる。 

 イ 

 

（3）P でのおもりの位置エネルギーを 1 とすると，A での位置エネルギーは 4 となる。一方，A

でのおもりの速さは 0なので，Aでの運動エネルギーは 0，力学的エネルギーは，4 + 0 = 4と

なる。ここで，力学的エネルギー保存の法則より，Pでの運動エネルギーは，4－1 = 3とわか

るので，Pでの運動エネルギーは，Pでの位置エネルギーの 3倍と求められる。 

 3倍 

 

問 2（1）おもりは木片に衝突してはね返っていることより，力学的エネルギーは全て失っておらず，

E1の一部が E2に移り変わったことになる。よって，E1＞E2とわかる。一方，おもりが木片に

衝突した直後の木片の位置エネルギーと，木片が静止したときの木片の位置エネルギーは変わ

らないが，運動エネルギーは木片が静止したときは 0となる（木片とレールの摩擦力などに変

わった）。よって，E2＞E3となる。以上より，最も適当なものはエとわかる。 

 エ 

（2）①    4 

② 位置 X から考えて，位置 Y までストロボスコープは 4 回発光しているので，木片が位置

Xから位置 Yまで移動するのにかかった時間は，0.02 × 4 = 0.08〔秒〕と求められる。 

 0.08 

 

③    = 50〔cm/s〕 50 

解 

塾技 39  補充問題 解答・解説 
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